
日

露

戦

争

後

、

満

州

還

付

を

め

ぐ

っ
て

菅

野

正

は
じ
め
に

一

日
露
戦
争
終
了
後
、

一
九
〇
五
年
九
月
五
日
、
小
村
寿
太
郎
外
相

は
ポ
ー
ツ

マ
ス
条
約
を
締
結
し
た
の
ち
、

一
二
月
二
二
日
に
、
清
国

の
北
京
で
、
「満
州
還
付
に
関
す
る
日
清
協
定
」
を
締
結
し
た
。
そ

の
間
の

一
〇
月
、

一
一
月
に
、
日
本
が
満
州
還
付
の
代
償
に
福
建
の

割
譲
を
要
求
し
た
と
の
風
説
が
流
れ
た
こ
と
か
ら
、
日
貨
排
斥
手
段

を
用
い
て
こ
れ
に
反
対
す
る
運
動
が
お
こ
り
か
け
た
。
こ
の
運
動
お

よ
び
そ
の
背
景
を
紹
介
す
る
の
が
本
報
告
の
目
的
で
あ
り
、
「割
閾

換
遼
反
対
運
動
を
め
ぐ

っ
て
」
が
表
題
の
意
で
あ
る
。

『申
報
』

一
〇
月
三
日
に
天
津
電
が
の

っ
た
。
「風
聞
す
る
に
、

某
国
政
府
は
近
く
東
三
省
治
内
実
権
を
中
国
に
還
付
す
、
中
国
は
須

ヘ
ユ

ぢ

く
福
建
全
省
を
割
換
す
べ
し
と
密
か
に
商
議

せ
ん
と
云
々
」
、

つ
い

で
、

一
ヶ
月
の
ち
の

一
一
月
六
日
、
長
江
中
流
の
蕪
湖
で
、
約

一
三

〇
〇
字
か
ら
な
る
撤
文
が
配
付
さ
れ
た
。
そ

の
大
要
は
、
「
日
本

ハ

奉
天
ヲ
清
国

二
還
付
ス
ル
代
リ
ニ
、
福
建
省

ノ
割
譲
ヲ
要
求
ス
ル
ニ

付
、
支
那
国
民
タ
ル
モ
ノ
ハ
之

二
反
対
セ
ザ

ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
其
手
段

ト
シ
テ
、
先
ヅ
日
本
ノ
商
品
ヲ
用
イ
ズ
、
大
阪
商
船

二
荷
物
ヲ
積
マ

ズ
、
傭
聰
ノ
日
本
人
ヲ
悉
ク
解
傭
ス
ベ
シ
、
斯
ク
シ
テ
尚
日
本
野
心

ヲ
棄
テ
ズ
、
清
国
政
府
又
其
要
求
ヲ
聴
カ
ン
ト
ス
レ
バ
、
清
国
人
民

ハ
見
当
タ
リ
次
第
日
本
人
ヲ
殺
シ
、
其
財
産
貨
物
ヲ
焼
棄
シ
、
以
テ
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飽
ク
マ
デ
反
抗
シ
テ
、
欧
米
諸
国
ヲ
シ
テ
支
那
分
割
ノ
[
実
ナ
カ
ラ

　
っ
ご

シ
ム
ル
ベ
シ
」
で
あ
る
。

福
建
で
は
、

一
〇
月
よ
り
風
説
の
記
事
が

『福
建
日
報
』
に
盛
ん

に
報
じ
ら
れ
て
い
た
と

い
う
。
福
建
武
備
学
堂
の
学
生
が
奔
走
し
て
、

学
生

・
紳

士
の
大
集
会
を
催
し
た
が
、
地
元
の
有
力
者
陳
宝
深
が
、

外
務
部
よ
り
の
こ
れ
が
事
実

で
な

い
と
の
覆
電
を
彼
ら
に
開
示
し

て
、
人
心
漸
く
平
静
に
帰
し
た
。
南
京
で
も
謡
伝
盛
ん
で
、

]
一
月

.
日
、
学
生
が

一
斉
に
登
校
を
拒
否
し
、
千
数
百
人
の
集
会
を
開

い

た
が
、
説
諭
の
告
示
が
出
て
、
群
疑
氷
解
し
た
と
。
漢
口
で
も
、
人

心
動
揺
し
た
が
、
張
之
洞
総
督
が
謡
伝
駁
正
の
説
諭
を
出
し
て
納
め

た
。各
地
は
殆
ど
組
織
さ
れ
な
い
ま

・
で
終
わ

っ
た
が
、
湖
南

・
長
沙

は
少
し
違

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『申
報
』
に
よ
る
と
、

一
〇
月
ド
旬

に
、
福
建
会
館
に
五

・
六
百
人
が
集
ま
り
、
ま
ず
学
会
を

つ
く
り
、

こ
れ
を

「湖
南
学
会
」
と
定
名
し
、
会
長
に
禺
之
護
を
推
し
た
。
禺

は
堅
忍
不
抜
主
義
を
と
る
べ
き
と
演
説
し
、
暴
烈
主
義
、
和
平
主
義

を
と
演
説
す
る
者
も

い
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
の
要
求
を

拒
否
す
る
よ
う
政
府

・
外
務
部
に
電
請
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
必
要

費
用
は
学
生
か
ら

一
人

一
角
の
醸
金
で
あ
て
、
他
省
の
学
生
に
も
電

達
し
て
協
力
を
呼
び
か
け
た
。
福
建
会
館
の
使
用
を
禁
止
さ
れ
る
と
、

ヘ
ヨ

　

他

の
学
堂
に
会
場
を
移
し
て
会
合
を
続
け
、
電
報
局
か
ら
発
信
を
制

約
さ
れ
な
が
ら
も
各
方
面
に
働
き
か
け
た
。
張
之
洞
か
ら
解
散
を
求

め
ら
れ
る
と
、
湖
南
学
会
は
決
し
て
こ
の
事

の
た
め
に
の
み
設
立
し

た
も

の
で
な
い
、
中
途
半
端
で
や
め
る
こ
と

は
な

い
と
言

っ
た
。
官

立
高
等
学
堂
、
私
立
明
徳
学
堂
学
生
ら
が
中
心
と
な

っ
て
、
運
動
を

ア
り

　

ね
ば
り
強
く
持
続
し
た
。
先
に
蕪
湖
で
撒
文
を
配
付
し
た
の
も
湖
南

人
で
あ

っ
た
と
い
う
。

二

 

こ
の
時
期
、
日
本
が
公
式
見
解
と
し
て
福
建
割
譲
要
求
を
し
た
こ

と
は
ま
ず
な
い
。
し
か
し
人
が
福
建
地
方
に
異
常
な
関
心
を
示
し
、

何
ら
か
の
手
掛
か
り
が
あ
れ
ば
当
地
方
に
勢
力
を
扶
植
し
よ
う
と
し

て
い
た
こ
と
は
、
日
清
戦
争
後

の
対
清
国
政
策
が
こ
れ
を
示
し
て
い

る
。一
八
九
六
年
の
桂
太
郎
の

「今
台
湾
ヲ
立
脚
ノ
地
ト
為
シ
、
慶
門

ノ
港
門
ヨ
リ
我
勢
力
ヲ
南
清
二
注
入
シ
、
他

日
南
清
ノ
地

ハ
、
恰
モ

朝
鮮
半
島

ノ
如
ク
ナ
ラ
シ
ム
」

の
言
葉
通
り

の
展
開
を
示
し
て
い

た
。一

八
九
八
年
、
中
国
の
沿
岸
各
地
に
、
列
国
が
競

っ
て
租
借
地
を
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設
け
、
勢
力
範
囲
を
設
定
し
た
時
、
日
本
は
、
福
建
省

の
他
国

へ
の

不
割
譲
を
誓
約
せ
し
め
、
福
建
の
勢
力
範
囲
化
を
目
ざ
し
た
。

一
八

九
九
年
、
慶
門
の
日
本
専
管
居
留
地
の
拡
大
を
は
か

っ
て
現
地
人
の

反
発
を
招

い
た
。
同
年
よ
り
翌
年
に
か
け
、
福
建

・
漸
江

・
江
西
三

省
に
ま
た
が
る
大
鉄
道
建
設
計
画
を
閣
議
決
定
し
、
西
徳
二
郎
公
使

に
交
渉
開
始
を
訓
令
し
た
が
、
時
に
義
和
団
運
動
が
発
生
し
て
、
計

マ
ら

ソ

画
は
実
現
を
見
な
か

っ
た
。

一
九
〇
〇
年
、
義
和
団
運
動
は
福
建
に
も
波
及
し
、
彼
ら
は

「扶

清
減
洋
」
と
同
時
に

「台
湾
回
復
」
を
も
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
。

包
囲
さ
れ
た
北
京
公
使
館
街
が
八
ヶ
国
連
合
軍
に
よ

っ
て
救
出
さ

れ
、
運
動

の
趨
勢
が
見
え
出
し
た
直
後
、
八
月
二
四
日
、
厘
門
の
東

本
願
寺
布
教
所
が
焼
失
し
た
こ
と
か
ら
、
厘
門
派
遣
の
軍
艦
か
ら
海

兵
隊
を
上
陸
さ
せ
、
台
湾
か
ら
も
増
援
軍
が
厘
門

へ
向
か

っ
た
。
し

か
し
英
国
な
ど
の
抗
議
に
会

い
、
台
湾
軍
は
上
陸
を
断
念
し
、
海
兵

隊
も
撤
退
し
、
軍
事
占
領
は
失
敗
に
終
わ

っ
た
。
日
本
は
、
占
領
の

既
成
事
実
を

つ
く
り
、
運
動
後

の
講
和
会
議
で
、
勢
力
拡
大
を
有
利

　ピ

に
展
開
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
の
背
後
に
、
当
時

日
本
仏
教
団
は
華
南
地
方
で
積
極
的
に
布
教
活
動
し
、
そ
れ
が
し
ば

し
ば
ト
ラ
ブ
ル
の
種
子
と
な

っ
て
い
た
と
と
関
連
し
よ
う
。

二
〇
世
紀
に
な

っ
て
、
所
謂
新
政
の

一
環
の
師
範
学
堂
の
建
設
に
、

日
本
か
ら
教
習
を
派
遣
し
て
支
援
し
た
。
福
建
武
備
学
堂
は
、
仙
台

で
の
陸
軍
大
演
習
に
招
待
し
た
孫
道
仁
に
、
政
府

・
軍
部
が
全
面
的

に
協
力
し
て
、

一
九
〇
二
年
に
設
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
士
官
以

下
の
軍
事
教
官
、
教
習
を
派
遣
し
、
日
本
語

で
講
義
し
、
日
本
式
兵

法

・
装
備
の
日
本
主
導
型
の
軍
隊
を
育
成
し
、
福
建
の
永
遠
の
平
和

を
図
る
目
的
で
あ

っ
た
。

同
年
、
児
玉
源
太
郎
台
湾
総
督
は
、
経
済
的
進
出
に
重
点
を
お
く

こ
と
、
現
地
有
力
者
と
提
携
す
る
こ
と
が
得
第
で
あ
る
と
し
、
「三

五
公
司
」
を

つ
く

っ
て

「対
岸
経
営
」
に
乗
り
出
し
た
。
そ
の

一
つ

に
樟
脳
開
発
が
あ

っ
た
。
許
応
醗
総
督
や
北
京
政
府
と
交
渉
さ
せ
、

六
月
福
建
官
脳
局
の
開
発
専
売
権
を
獲
得
し
た
。
こ
れ
に
英
国
な
ど

が
反
対
し
た
。
「親
日
派
」
と
目
さ
れ
た
許

は
収
賄
容
疑
で
弾
劾
さ

　
　

れ
、
総
督
の
地
位
を
解
任
さ
れ
た
。

日
露
戦
争
が
始
ま
る
と
、
小
村
外
相
は
先

の
大
鉄
道
建
設
計
画
に

関
連
し
て

「満
州
ノ
戦
争

コ
ソ
…
…
我
ガ
要
求
ヲ
貫
徹
ス
ル
最
モ
良

　
り

好
ナ
時
期
」
と
言

っ
て
い
た
。

福
建
は
日
本
の
垂
誕
の
的
で
あ

っ
た
。
福
建

へ
の
こ
う
し
た
政
治

的

・
軍
事
的

・
経
済
的

・
文
化
的
進
出
状
況

に
つ
い
て
は
、
少
し
後

に
刊
行
さ
れ
た

『最
新
初
等
福
建
郷
土
誌
』

に

「日
清
戦
争
後
、
日

人
台
湾
を
経
営
し
、
且

つ
福
建
を
呑
嘘
す
る

の
志
あ
り
」
と
あ
る
よ
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い

た10
0一

う

に
、

三
日
本
は
福
建
を
併
合
せ
ん
と
し
て
い
る
と
受
け
と
め
ら
れ
て

日
本
は
福
建
の
勢
力
範
囲
の
実
を
あ
げ

つ
・
あ

っ
た
が
、
日
露
戦

争
終
了
後

の
こ
の
時
期
に
、
割
譲
要
求
を
し
た
と
い
う
事
実
は
ま
ず

な
か

っ
た
。
要
求
で
き
る
状
況
で
も
な
か

っ
た
。
戦
争
開
始
直
後
、

日
本
は
清
国
に
対
し

「戦
争
の
終
局
に
お
い
て
毫
も
大
清
国
の
土
地

へ
れ

　

を
占
領
す
る
の
意
志
な
き
」
旨
を
通
告
し
て
お
り
、
上
海

の
日
系
漢

字
新
聞

『同
文
濾
報
』
も
こ
れ
を
引
用
し
て

「東
三
省
還
付

の
前
言

を
実
行
せ
ん
と
小
村
外
相
を
北
京
に
派
遣
し
た
。
土
地
侵
占

の
意
志

な
け
れ
ば
、
既
に
得
る
所
の
東
三
省
を
捨
て
、
未
だ
得
ざ
る
の
福
建

を
謀
る

こ
と
さ
ら
に
な
し
」
と
い
隔
、
『中
外
日
報
』
も

「今
日
日

本
ノ
兵

ヲ
起
セ
シ
バ
正
義
ノ
為
メ
ト
称
ス
、
何
ゾ
露
国
ノ
清
国
ヲ
侵

ス
を
責
メ
テ
、
而
シ
テ
自
ヲ
清
国
ヲ
侵
ス
ヲ
為
サ
ン
ヤ
…
…
風
説
ノ

初
メ
起
リ
タ
ル
時
、
両
国
ノ
全
権
未
ダ
定

マ
ラ
ズ
、
果
シ
テ
何
人
ガ

之
ヲ
請
求

シ
、
何
人
ガ
之
ヲ
承
諾
ス
ル
ヤ
、
…
…
近
来
外
交
当
局
者

ヲ
見
ル

ニ
、
…
…
内
国
体
ヲ
顧
ミ
、
外
輿
論
ノ
反
抗
ヲ
畏
ル
マ
デ
ニ

ハ
進
歩
セ
リ
」
と
外
交
当
局
者
の
正
式
談
判
は
ま
ず
な
か

っ
た
指
摘

　
の

　

し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
割
閲
換
遼
要
求
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
な
伏
線
が

あ

っ
た
。
戦
争
が
最
終
段
階
に
入

っ
た
六
月
、
憲
政
党
代
議
士
平
岡

浩
太
郎
は
、
日
本
政
府
は
喜
ば
な
か

っ
た

が
、
「民
間
外
交
」
の
必

要
を
説
き
、
「私
設
公
使
」
と
し
て
清
国

に
渡
り
、
慶
親
王
変
励
、

盟
鴻
機

、
衰
世
凱
ら
清
国
有
力
者
と
会
談

し
た
。
そ

の
会
談
で
、

平
岡
は

「満
州
還
付
の
如
き
は
貴
国
兵
備
成

る
の
後
に
在
り
、
我
れ

強

い
て
之
を
還
付
せ
ず
と

い
ふ
に
非
ず
。
ロ
バ東
洋
の
平
和
の
為
め
之

ね

を
還
さ
ざ
る
の
み
」
、
「
日
本

ハ
宜
敷
福
建

ヲ
事
実

的

二
占
領
シ
テ
、

清
国
ト
共
同
シ
列
国
ノ
清
国
分
割

二
当
ル
ベ
シ
ト
唱
フ
ル
者
サ

ヘ
ア

へ
お

　

リ
」
と
言

っ
た
。
こ
の
会
談
の
内
容
は
外
に
も
れ
、
張
之
洞
の
照
会

に
対
し
、
衰
世
凱
は

「平
岡
は
朝
野
通
気
の
大
物
議
員
、
日
本
政
府

　　

の
命
を
奉
じ
て
の
来
華
で
は
な

い
か
」
と
観
測
し
て
い
た
。
日
清
交

渉
の
全
権
委
員
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
清
国
側
は
前
記
三
名
で
あ
り
、

日
本
側
は
小
村
外
相
、
内
田
在
清
国
公
使
で
あ

っ
た
が
、
今
、
日
清

交
渉
が
始
ま
ら
ん
と
す
る
時
に
、
日
本
に
よ
る
割
閾
換
遼
要
求

の
作

り
話
の
風
説
を
流
さ
れ
た
の
も
、
平
岡
が
、
満
州
還
付
延
期
と
福
建

軍
事
占
領
の
意
図
が
日
本
に
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
こ
と
と
、
日
本
の

福
建
進
出

へ
の
強
い
意
図
が
あ
る
こ
と
が
そ

の
背
景
に
あ
り
、
今
満

州
を
還
付
す
る
に
当
た
り
、
還
付
の
代
償
に
福
建
と
の
交
換
と

い
う
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作
り
話
に
さ
れ
流
さ
れ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ

へ
の
対
応
と
し

て
日
貨
排
斥
の
手
段
を
用
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
清
交
渉
の
際
に
、

日
本
の
過
度

の
要
求
を
防
ぐ
索
制
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
ま

い
か
。
日
本
は

「好
意
」
に
よ

っ
て
満
州
を
還
付
す
る
代
償
に
福
建

割
譲
を
意

図
し
て
い
る
と
、
作
り
話
を
流
し
、
こ
の
状
況
を
巧
み
に

利
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
こ
の
風
説
が
ど
こ
か
ら
出
た
の
か
、
次
の
よ
う
な
情
報
も
あ
る
。

「湖
南
学
生
界
に
こ
の
動
機
を
与
え
た
の
は
、
近
時
主
権
保
重
、
利

権
回
収
熱

の
鼓
吹
者
た
る
在
日
清
国
留
学
生
で
、
小
村
大
臣
派
遣
前

の

一
〇
月
に
、
要
求
の
謡
伝
と
同

一
の
も
の
を
内
報
し
、
輿
論

の
換

　
レ

　

起
を
求
め
た
と

い
う
」
。
当
時
日
本
で
、
清
国
留
学
生
を
め
ぐ
る
大

き
な
問
題
は
、
所
謂
清
国
留
学
生
取
締
規
則
の
発
布
を
め
ぐ
る
騒
動

で
あ

っ
た
。
八
〇
〇
〇
人
に
達
す
る
留
学
生
の
革
命
化
を
防
ぐ
た
め
、

清
国
政
府

は
た
び
た
び
取
締
の
要
請
を
し
て
い
た
が
、
留
学
生
の
反

発
を
恐
れ
躊
躇
し
な
が
ら
も
、
遂
に
発
布
に
ふ
み
き

っ
た
の
は

二

月
二
日
、
留
学
生
は
強
く
抗
議
し
て
、
続
々
帰
国
を
始
め
た
。
規
則

の
発
布

の
噂
は
、
中
国
革
命
同
盟
会
が
東
京
に
で
き
た
八
月
か
ら
九

月
に
か
け
て
日
本
新
聞
に
も
報
ぜ
ら
れ
、

一
〇
月
そ
の
原
案
が
示
さ

れ
留
学
界
は
動
揺
し
た
。

一
方

一
〇
月
は
、
留
学
界
は
割
閾
換
遼
を

峻
拒
す
る
よ
う
清
国
政
府
に
電
請
し
、
輿
論

の
換
起
を
訴
え
て
い
る

時
で
も
あ

っ
た
。
規
則
発
布
を
め
ぐ
る
留
学
界
の
動
向
と
今
回
の
割

譲
反
対
運
動
と
の
間
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ

る
よ
う
に
推
測
さ
れ

る
。
規
則
発
布
に
抗
議
し
て
大
森
海
岸
で
入
水
自
殺
し
た
陳
天
華
の

棺
が
、
故
郷
湖
南
に
帰

っ
た
時
、
先
述
の
禺
之
謹
が
湖
南
当
局
の
中

止
勧
告
を
押
し
切

っ
て
、

一
九
〇
六
年
六
月
万
余
人
を
集
め
て
岳
麓

山
で
葬
儀
を
行

っ
た
。
こ
れ
が
翌
年
、
禺
が
処
刑
さ
れ
る
原
因
の

一

　
　

　

つ
に
も

な

っ
た

。

五
次
に
背
景
の

一
つ
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
今
回
少
し
で
も
運
動
が

お
こ
っ
た
所
は
、
割
譲
さ
れ
る
福
州
と
長
江
流
域
の
開
港
都
市
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
更
に
、
広
く
日
本

一
般

の
商
品
、
会
社
、
日
本

人
教
習
、
技
師
の
排
斥
を
呼
び
か
け
る
撤
文

の
中
で
、
た
だ

一
つ
大

阪
商
船
が
名
ざ
し
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た

い
。
同
社
と
の
代
理

契
約
を
解
か
れ
た
前
店
主
が
、
之
を
恨
ん
で
復
讐
的
手
段
と
し
て
今

　
　

　

回
の
風
説
を
利
用
し
た
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
別
の
側
面
も
あ
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っ
た
。
二
〇
世
紀
の
初
め
、
長
江

一
帯
で
、
航
路
を
開
設
し
て
い
た

船
会
社
は
、
中
国
の
輪
船
招
商
局
、
英
国
の
恰
和
洋
行
、
太
古
洋
行
、

麦
辺
洋
行
、
米
国
の
鴻
安
公
司
等
で
、
日
本
は
大
東
汽
船
、
大
阪
商

船
、
湖
南
汽
船
、
麦
辺
洋
行
を
買
収
し
た
日
本
郵
船

の
計
四
社
で
、

互

い
に
激
し

い
競
争
を
し
て
い
た
。
日
本
最
大
手
の
大
阪
商
船
が
、

一
八
九
八
年
日
本
政
府

の
助
成
金
を
得
て
上
海
～
漢
[
航
路
を
開
く

と
、
俗
に

「御
三
家
」
と
い
わ
れ
る
招
商
局
、
恰
和
洋
行
、
太
占
洋

行
は
相
結
束
し
て
種

々
圧
迫
を
加
え
た
と
い
う
。

一
九
〇
三
年
、
日

本
四
社
が
出
揃

い
、
翌
年
七
月
長
沙
開
港
、

一
九
〇
五
年
四
月
長
沙

日
本
領
事
館
が
開
設
さ
れ
る
頃
、
大
阪
商
船
は
補
助
金
も
増
額
さ
れ
、

新
造
船
の
船
隻
、
便
数
も
ふ
や
し
、
漢
口
～
宜
昌
線
も
開

い
て
着
実

に
進
展
し

た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
さ
ら
に
英
国
の
船
会
社
の
圧
迫
、

妨
害
を
う

け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
当
時
、
日
本
か
ら
当
地
方

へ
は
、

綿
糸
、
綿
布
、
繰
綿
機
械
、
雑
貨
が
持
ち
込
ま
れ
、
長
沙
や
漢
口
か

ら
搬
出
さ
れ
た
も

の
は
、
ま
ず
湖
南
米

で
あ
り
、

つ
い
で
漢
[
茶

(大
部
分
は
湖
南
茶
と

い
う
)
、
蔀
郷
炭
、
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
等
鉱
物
で
、

湖
南
省
は
当
時
日
本
の
経
済
圏
で
あ

っ
た
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
同
年
五
月
、
大
阪
商
船
は
新
た
に
大
阪
～

漢
口
直
行
便
を
開
設
し
た
。
こ
れ
は
、
上
海
で
中
継
す
る
場
合
よ
り
、

運
賃
の
割
安
、
危
険
の
回
避
、
積
換
手
数
、
航
行
日
数
の
縮
小
等
の

理
由
で
、
利
便
さ
が
日
本
商
人
に
も
認
識
さ
れ
、
貨
物
の
輸
送
日
を

ユ

ザ

　

　

　

ヤ

逐

っ
て
増
加
し
た
と
い
う
。
漢
口
直
行
便
は
好
調
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

そ
れ
は
即
ち
前
記
の
船
会
社
に
と
っ
て
は
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
の
出
現

と
な

っ
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
湖
南
人
民
の
大
部
分
は
、
船
主
、
船

夫
或

い
は
漁
夫
等
水
上
職
務
に
従
事
し
て
生
活

の
資
を
得
て
お
り
、

湖
南
商
業

の
成
衰
は
実
に
ジ
ャ
ン
ク
の
手
中

に
存
す
る
と

い
わ
れ
、

二
万
と
も
数
万
と
も
い
わ
れ
る
湖
南
の
民
船

、

一
年
に
漢
口
に
出
入

り
す
る
七

・
八
万
と
い
わ
れ
る
民
船

で
生
業
を
営
む
人
々
に
と

っ

て
、
生
活
を
脅
か
す
不
安
で
あ

っ
た
の
も
当
然
と
思
わ
れ
る
。
今
回
、

ゐ

長
江

一
帯
で
大
阪
商
船
が
排
斥
さ
れ
ん
と
し
た
背
景
の

一
つ
も
こ
の

辺
に
あ

っ
た
か
と
思
わ
れ
、
湖
南

・
長
沙
で
こ
の
運
動
が
ね
ば
り
強

く
持
続
さ
れ
た
の
は
、
湖
南
特
有
の
民
族
性
に
よ
る
と
も
思
わ
れ
る

が
、
ま
た
こ
の
辺
に
も
そ
の
原
因
が
あ

っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。

占
ノ、

今

回

に

日

貨

排

斥

運

動

は

、

結

局

組

織

さ

れ

ぬ

ま

ま

に
終

わ

り

、

従

っ
て

日
本

へ
の
実

害

は

殆

ど

な

か

っ
た

が

、

好

調

な

ス
タ

ー

ト
を

き

っ
た

大

阪

～
漢

口
直

行

便

が

、

こ

の
運

動

が

お

こ

り

か

け

て

一
ヶ

　
　

ゴ

 

月
後
の

一
二
月
に
廃
線
に
な

っ
た
の
は
、
こ
の
運
動

へ
配
慮
し
た
た

一84一



め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

一
九
〇
七
年
に
は
、
長
江
流
域
に
航
路
を
開

い
て
い
た
前
記
四
社
が
発
展
的
に
解
散
し
て
新
に
日
清
汽
船
会
社
を

ま
　

設
立
し
た

の
も
、
共
倒
れ
を
防

い
で
、
英
国
系

・
清
国
系

の
汽
船
会

社
に
対
抗

す
る
た
め
で
あ

っ
た
。

通
常
日
貨
排
斥
運
動
は

一
九
〇
八
年
辰
丸
事
件
を
め
ぐ
る
運
動
が

最
初
と
さ
れ
る
な
か
で
、
そ
れ
に
先
ん
ず
る
も

の
と
し
て
注
目
さ
れ

る
。
そ
し

て
運
動
方
法
は
、
当
時
終
憶
の
段
階
に
入

っ
て
い
た
米
貨

排
斥
運
動

に
そ
れ
に
習

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
日
貨
不
買
、
日
本
人

解
雇
の
経
済
的
断
絶
、
社
会
的
断
絶
か
ら
、
状
況
の
進
展
に
よ
り
、

日
本
人
殺
害
、
日
本
施
設
破
壊
と

い
う
段
階
ま
で
進
め
る
意
図
を
蔵

し
て
お
り

、
「商
場
に
死
命
を
決
す
る
文
明
の
抵
抗
」
か
ら

「
武
場

に
死
命
を
決
す
る
野
蛮
の
抵
抗
」
ま
で
を
手
段
と
考
え
て
い
た
。
以

後
対
日
民

族
運
動
の
祖
型
と
し
て
今
回
の
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
こ

の
運
動
は
、
日
露
戦
争
後
積
極
的
に
な

っ
た
と
さ
れ
る
日

本
の
大
陸
進
出
策
に
、
警
鐘
と
な

っ
た
筈
で
あ
る
。
し
か
し
結
果
は
、

一
九
〇
八
年
以
降
、
日
中
間
に
紛
争
あ
る
毎

に
、
文
明
の
抵
抗
と
し

て
の
民
族
運
動
が
次
々
起
こ
っ
て
く
る
。

同
時
に
、
日
本
の
大
陸
進
出
は
、
列
国
、
と
く
に
英
国
の
利
害
と

衝
突
し
た
。
当
時
、
日
本
と
英
国
は
第
二
回
日
英
同
盟
下
に
あ
り
、

国
家
レ
ベ
ル
で
は
同
盟

・
友
好
関
係
で
あ

っ
た
が
、
個
々
の
現
場
で

は
、
英
国
の
壁
の
前

で
、
思
惑
通
り
に
行
く

に
は
困
難
が
あ

っ
た
。

米
国
と
も
、
繊
維
製
品
販
売
市
場
、
鉄
道
建
設
市
場
と
し
て
の
満
州

を
め
ぐ

っ
て
対
立
し
た
。

お
わ
り
に

一
九
〇
五
年
は
、
日
中
関
係
史
の
点
か
ら
言
っ
て
も
重
要
な
曲
折

を
迎
え
る
年
と
な
っ
た
。
清
国
留
学
生
取
締
規
則
の
発
布
で
も

っ
て
、

友
好

・
非
友
好

の
分
水
嶺
と
な

っ
た
年
と

い
う
人
も

い
る
。
こ
の

割

閾
換
遼
要
求
反
対
運
動
も
そ
の

一
部
と

な
る
の
で
は
な

い
か
。

『外
交
報
』
な
ど
も
き
び
し

い
日
本
批
判
を
始
め
て
く
る
。

21注
　 　 　

543
)))

『
申
報
』

一
〇
月
三
日

「
福
建
割
換
東

三
省
之

風
説
」

『
日
本
外
交

文
書
』
第
三
十
七

・
三
十

八
巻
別

冊

日
露

戦
争

V
。
第

一
七

三
号
文
書
。

な
お

「
激
文
」
は

同
右
書

一
七

九
号
文
書

附
属
書

一
と

し

て
収

め

ら

れ

て

い
る

が
、

こ

れ

に
は
題
名

、

発
行

年
月

日

発
行
団
体
名
等
は
著
さ
れ

て
い
な

い
。

『申
報
』

一
一
月
九

日

「続
誌
学
生
会
議
拒
阻
日
本
要
索
」
等

『申
報
』

一
一
月

一
三
日

「湘
垣
学
生
会
議
鹸
聞
」
等

鶴
見
佑
輔

『後
藤
新
平
伝
』
台
湾
統
治
篇
下
八
十
七
頁
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『
日
本
外
交
文

書
』
第
三
十

七
巻

第
二
冊

第
七
七

五
号

文
書
附
属
書

「
南
清
鉄
道

二
関

ス
ル
施
策

ノ
大
要
」

中
塚

明

「
義

和
団

鎮
圧

戦
争
と

日
本
帝

国
主
義

」

(『
日
本
史

研
究
』

第
七
十
五
号

一
九
六

四
年
)
等

拙
稿

「義

和
団
運
動
後

の
福
建

と
日
本
』

『奈
良
史
学

』
第
八
号

一

九
九

〇
年

『日
本
外
交
文
書
』
第

三
十
七
巻
第

二
冊

第

七
八
六
号
文
書

『外
務
省
外
交
史
料
館
保
管
文
書
』

「在
福
州
某
氏

ノ
情
報
」

『
日
本
外
交
文
書
』

日
露
戦
争

-

第

六
九

〇
号
文
書

『同
文
湛
報
』

一
一
月

一
五
日

「論
割

閾
易
遼
之
謡
言
」

『
中
外

日
報
』

一
一
月

一
日

(外
務
省

政
務
局

)
『
清
国
時

報
』
第

一

〇
号
『玄
洋
社
社
史
』

六

一
八
頁

『外
務

省
外
交
史

料
館
保
管

文
書
』

「
衆
議
院
議

員
平
岡
浩

太
郎
清

国

大
官

ト
会
見

一
件
」

『張
文
嚢
公
全
集
』
巻

一
百
九

十
二
電
順
七
十

一

「
衷
宮
保
来
電
」

『
日
本
外
交
文
書
』

日
露

戦
争

V

第

一
八
〇
号
文
書

永
井
算

己

「所

謂
清
国
留

学
生
取
締
事

件

の
性

格
」

(
『
信
州
大
学
紀

要
』
第

二
号

一
九
五
二
年

『禺

之
護
史
料

』

『
日
本
外
交
文

書
』
日
露
戦
争
V

第

一
七
九
号
文
書

『
東
洋
経
済
新

報
』
第
三
六
六
号

(
24
)
外
務
省
通
商
局

『
通
商
彙
纂
』
明
治
三
十
九
年
第

一
〇
号

安
井
正
太
郎

『
湖
南
』
「
湖
南
省
探
検
旅
行
記
」

(25
)
『
日
清
汽
船
株
式
会
社
三
十
年
史

及
追
補
』

三
十

四
頁

付
記小
論
は
、

一
九

九
七
年

八
月
、
中
国
大
連
市

に
お

い
て
、
中

国
東

北
地
区

中
日
関
係
史
研
究
会

、
日
本
近
代
日
中
関
係
研
究
会
等

五
者
共
催

で
開
か
れ

た

「
中
日
関
係
史
学
術
研
討
会
」

で
報
告

さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

ま
た
、
小
論

は
、
拙
稿

「
一
九
〇
五
年
、
中
国

に
お
け

る
対

日
ボ

イ

コ
ッ

ト

(上
)

(
下
)」

(『
東
海
大
学
文
学
部
紀
要
』
第

二
十

四
、

二
十

五
輯

、

一

九
七
六
年

二
月
、
七

月
)
と
、
拙
稿

「
"
割
閏

換
遼

"
要
求

風
説
と
湖
南

・

禺
之
摸
」

(
『奈
良

史
学
』
第

一
四
号
、

一
九
九
六
年

一
二
月

)
の
二
篇
を
合

訂
し

て
、
要
約
し
た
も

の
で
あ
る
。

な
お
小
論

の
中
文
訳

「
関
干
日
俄
戦
争
后
帰
還
満
州
問
題
」
は

『以
史
為

鑑

開
創
未
来

(上
)

一
九
九
七
年
中

日
関
係
史
大
連
学
術
研
討
会
論
文
集
』

(大
連

出
版
社

、
二

〇
〇
〇
年

一
〇
月
)

に
収

め
ら
れ

て

い
る
。
ま
た

こ
篇

の
拙
稿

は
、
拙
著

『
清
末

日
中

関
係
史

の
研
究
』

(汲
古
叢
書

四

一

汲
古

書
院
、

二
〇
〇
二
年

一
〇
月
)
に
収
め
ら
れ
て

い
る
。

・・


